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綺 麒令 腋
森
纏
亜
圏

・
北
海
通

日
本
の
国
土
面
積
の
う
ち
森
林
面

積
の
比
率
は
六
八
％
で
世
界
の

一
七

番
目
で
す
．
日
本
よ
り
上
位
の
国
々

は
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
、
セ
ー
シ
ェ
ル
、

パ
ラ
オ
な
ど
島
国
の
小
国
で
す
か
ら
、

一
定
規
模
以
上
の
人
口
や
面
積
を
も

つ
国
家
だ
け
で
比
較
す
れ
ば
、
日
本

は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

（七
三
％
）、
ス

ウ
エ
ー
デ
ン

（六
た
％
）
に
拮
抗
す

る
三
位
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
フ

イ
ン
ラ
ン
ド
は
日
本
の
九
割
の
面
積

に
約
五
四
０
万
人
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

は

一
・
三
倍
の
面
積
に
約
九
六
〇
万

人
が
生
活
し
て
い
る
規
模
で
す
。

日
本
が
世
界
有
数
の
森
林
大
国
で

あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
ま
す
が
、
そ

の
森
林
面
積
を
都
道
府
県
単
位
で
比

較
す
る
と
、
北
海
道
は
全
体
の
約

二
二
％
を
占
有
す
る
断
然
首
位
で
す
。

も
う
ひ
と
つ
の
特
徴
は
、
森
林
を
天

然
林
と
人
工
林
に
分
類
す
る
と
天
然

林
の
比
率
が
高
キ
な
こ
と
で
、
全

国
平
均
は
約
六
０
％
で
す
が
、
北
海

道
は
約
Ｌ
三
％
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
北
海
道
の
面
積
が
広
大
で
あ

る
う
え
に
、
本
格
開
発
さ
れ
は

じ
め
た
の
が
明
治
時
代
以
後
の

百
年
程
度
と
い
う
こ
と
が
主
要

な
理
由
で
す
。

し
か
し
、
北
海
道
の
発
展
と

と
も
に
天
然
林
も
最
近
で
は
減

少
の
傾
向
に
あ
り
ま
す

（図
１
）。

一
九
六
〇
年
に
は
四
四
七
万
ヘ

ク
タ
ー
ル
で
あ
っ
た
天
然
林
は

五
〇
年
後
の
二
〇

一
〇
年
に
は

三
七
六
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
、
約

一
六
％
も
減
少
し
て
い
ま
す
。

木
材
生
産
の
た
め
伐
採
が
進
展

し
て
い
る
影
響
で
す
。
そ
の
よ

う
な
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ま
と
ま
っ
た
天
然
林
が
現
在
ま

で
維
持
さ
れ
て
い
る
場
所
は
何

個
所
か
に
存
在
し
て
い
ま
す
が
、

な
か
で
も
広
大
な
森
林
の
保
存

に
貢
献
し
て
き
た

一
族
を
今
回

は
紹
介
し
ま
す
。

罐
産
興
警
を

推
進
む
な
難
鐵
董
名

日
本
に
は
三
三
個
所
の
国
立
公
園

が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
六
個
所

は
北
海
道
に
存
在
し
ま
す
。
日
本
最

初
の
国
立
公
園
と
し
て
は

一
九
三
四

年
に
雲
仙
天
草
国
立
公
園
、
瀬
戸
内

海
国
立
公
園
な
ど
八
個
所
が
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
の
一
個

所
が
北
海
道
東
部
に
あ
る
阿
寒
国
ｔ

公
園
で
す
。
こ
こ
は
屈
斜
路
湖
、
摩

周
湖
、
阿
寒
湖
と
い
う
火
日
湖
と
、

そ
の
周
辺
の
雄
阿
寒
岳
、
難
阿
寒
岳
、

カ
ム
イ
ヌ
プ
リ
、
ア
ト
サ
ヌ
プ
リ
な

ど
の
活
火
山
か
ら
構
成
さ
れ
る
絶
景

の
自
然
が
維
持
さ
れ
て
い
る
環
境
で

す

（図
２
）。

こ
の
阿
寒
国
立
公
園
の
成
立
に
尽

力
し
た
の
が
今
回
紹
介
す
る
前
田
正

名
で
す
。
正
名
は

一
八
五
〇
年
に
貧

乏
な
薩
摩
藩
医
で
あ
っ
た
前
田
善
安

の
六
男
と
し
て
薩
摩
に
誕
生
し
、
学

業
優
秀
で
あ
っ
た
た
め
、　
三
ハ
歳
の

と
き
に
は
薩
摩
藩
か
ら
藩
費
に
よ
っ

て
長
崎
に
派
遣
さ
れ
勉
強
す
る
機
会

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
関
係
で
薩
長

同
盟
の
締
結

（
一
人
六
六
）
の
と
き

に
は
密
使
と
し
て
活
躍
し
、
坂
本
龍

馬
に
面
会
し
て
龍
馬
の
帯
刀
を
贈
与

さ
れ
る
と
と
も
に
、
西
洋
の
事
情
を

教
示
さ
れ
た
と
い
う
逸
話
が
あ
り
ま

す
。そ
の
情
報
に
影
響
さ
れ
て
海
外

へ

の
留
学
を
目
指
し
、
資
金
獲
得
の
た

め
に
、　
一
人
六
九
年
に

『和
訳
英
辞

書
』
（通
称

『薩
摩
辞
書
Ｌ

と
い
う

英
和
辞
書
を
刊
行
し
ま
す
。
当
時
の

日
本
に
は
活
版
印
刷
の
技
術
が
な
か

っ
た
た
め
、
藩
費
に
よ
り
上
海
で
印

刷
し
ま
し
た
が
、
約
七
〇
〇
ベ
ー
ジ

の
本
格
辞
書
で
す

（図
３
）。
こ
れ

は
後
年
、
朝
鮮
総
領
事
や
東
京
大
学

農
学
部
の
前
身
で
あ
る
駒
場
農
学
校

長
を
歴
任
す
る
兄
の
前
田
献
吉
と
九

州
鉄
道
社
長
や
日
本
勧
業
銀
行
総
裁

に
就
任
す
る
高
橋
新
吉
と
の
共
著
で

す
。こ
の
辞
書
は
評
価
さ
れ
て
政
府
が

権
利
を
買
上
げ
、
そ
の
資
金
と
官
費

で
正
名
は
フ
ラ
ン
ス
ヘ
留
学
す
る
こ

と
に
な
り
、　
Ｔ
へ
六
九
年
に
モ
ン
ブ

ラ
ン
伯
爵
の
随
行
と
し
て
横
浜
を
出

発
し
ま
す
。
約
七
年
間
、
フ
ラ
ン
ス

に
滞
在
し
て
西
南
戦
争
の
最
中
の
一

八
七
七
年
に
帰
国
し
ま
す
が
、
そ
の

翌
年
、
開
催
さ
れ
る
パ
リ
万
国
博
覧

会
に
日
本
も
出
展
す
る
こ
と
を
内
閣

卿
で
あ
っ
た
郷
里
の
先
輩
大
久
保
利

通
に
進
言
し
た
と
こ
ろ
、
正
名
は
出

展
準
備
を

一
任
さ
れ
、
開
催
中
は
博

覧
会
事
務
官
長
と
し
て
博
覧
会
を
成

功
さ
せ
ま
す
。

し
か
し
、
博
覧
会
の
開
催
直
後
に

正
名
の
後
楯
で
あ
っ
た
大
久
保
が
暗

殺
さ
れ
、
夫
人
も
同
年
に
死
亡
し
た

た
め
、
帰
国
し
て
か
ら
親
族
の
依
頼

で
東
京
の
大
久
保
邸
に
逗
留
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
大
久
保
の

姪
で
あ
る
石
原
イ
チ
と
出
会
い
、　
一

人
八

一
年
に
大
隈
重
信
を
親
代
わ
り

と
し
、
松
方
正
義
の
媒
酌
に
よ
り
、

大
久
保
邸
で
結
婚
の
挙
式
を
し
ま
す
。

こ
の

一
八
八

一
年
は
明
治

一
四
年
の

政
変
が
勃
発
し
た
と
き
で
、
大
隈
重

信
が
下
野
し
た
こ
と
に
よ
り
松
方
正

義
が
大
蔵
卿
に
就
任
し
ま
す
。

松
方
は
煙
草
税
、
酒
造
税
、
醤
油

税
な
ど
の
新
設
、
官
営
工
場
の
払
下
、

財
政
圧
縮
な
ど
に
よ
り
、
政
府
の
財

政
収
支
を
改
善
し
ま
し
た
が
、
巷
間

「
松
方
デ
フ
レ
」
と
い
わ
れ
る
深
刻

な
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
な
り
、
多
数

の
企
業
が
倒
産
し
、
世
間
か
ら
反
感

を
も
た
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ

こ
で
農
商
務
省
に
勤
務
し
て
い
た
正

名
は

一
人
人
四
年
に
殖
産
興
業
を
推

進
す
る
戦
略
を

『興
業
意
見
』
（全

二
〇
巻
）
と
し
て
提
出
す
る
と
と
も

前田正名
(1850-1921)

前田正次
(1887-1957)

前田光子
(1912-83)

図11ヒ海道の林相別面積 (万 ha)
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に
、
産
業
育
成
の
た
め
の
融
資
を
す

る
日
本
興
業
銀
行
の
設
立
も
提
案
し

て
い
ま
す
。

一
八
八
八
年
に
は
第
七
代
山
梨
県

知
事
に
就
任
し
ま
す
が
、
短
期
の
在

任
に
も
か
か
わ
ら
ず
殖
産
興
業
政
策

を
実
施
し
、
中
世
か
ら
勝
沼
な
ど
で

栽
培
さ
れ
て
い
た
甲
州
葡
萄
を
本
格

産
業
と
す
る
た
め
栽
培
の
普
及
を
推

進
し
ま
し
た
。　
一
八
九
五
年
に
は
養

蚕
が
活
発
な
京
都
府
何
鹿
郡
で
製
糸

を
産
業
に
す
る
べ
き
と
演
説
し
た
結

果
、
翌
年

「
郡
是
製
糸
株
式
会
社

（現
在
グ
ン
ゼ
と

が
設
立
さ
れ
ま
す
。

こ
の

「是
」
は
方
針
と
い
う
意
味
で
、

以
後
、
各
地
に
二
四
の

「是
」
の
つ

く
製
糸
会
社
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

調
寒
目
立
公
園
鍛
銭
菫

農
商
務
次
官
に
な
っ
て
い
た
正
名

は

一
人
九
〇
年
に
農
商
務
相
で
あ
っ

た
睦
奥
宗
光
と
意
見
が
対
立
し
て
辞

任
し
た
こ
と
を
契
機
に
全
国
行
脚
を

開
始
し
、　
一
九
二

一
年
に
他
界
す
る

ま
で
、
地
域
の
人
々
に
殖
産
興
業
の

意
義
を
遊
説
し
、
「布
衣

（
＝
無
冠
）

の
農
相
」
と
尊
敬
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
過
程
で
自
然
保
護
に
関
心
を
も

ち
、
そ
の
主
張
に
共
感
し
た
明
治
天

皇
が
全
国
各
地
の
帝
室
の
土
地
五
〇

〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
を
、
環
境
保

護
、
林
業
育
成
な
ど
の
目
的
で
払
下

げ
、
正
名
は
日
本
最
大
の
地
主
に
な

り
ま
す
。

そ
れ
ら
の
土
地
を
利
用
し
て
、　
一

人
九
八
年
に
は
宮
崎
で
新
田
開
発
を

実
施
、
翌
年
に
は
北
海
道
釧
路
市
に

前
田
製
紙
合
名
会
社
を
設
立
、
釧
路

銀
行
も
創
設
し
ま
す
。
さ
ら
に

一
九

〇
六
年
以
後
、
数
年
か
け
て
阿
寒
湖

畔
の
用
地
三
八
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
を

取
得
し
て

「阿
寒
前
田

一
歩
園
」
と

命
名
し
、
初
代
園
主
と
し
て
移
住
し

て
き
ま
す
。
こ
の

一
歩
と
い
う
名
前

は
正
名
の
座
右
の
言
葉

「万
事
に

一

歩
が
大
切
」
に
由
来
す
る
も
の
で
、

各
地
の
事
業
を

「地
名
＋
前
田

一
歩

園
」
と
い
う
名
称
と
し
て
い
た
も
の

で
す
。
こ
の
土
地
は
牧
場
に
す
る
予
定
で

し
た
が
、
火
山
や
湖
水
の
あ
る
光

景
が
ス
イ
ス
に
匹
敵
す
る
と
感
動

し
、
観
光
に
利
用
す
る
決
断
を
し
ま

す
。
正
名
は
潔
癖
か
つ
直
情
径
行
な

性
格
と
し
て
有
名
で
、
「
前
田
家
の

財
産
は
す
べ
て
公
共
事
業
の
財
産
と

な
す
」
と
い
う
言
葉
を
家
訓
と
し
て

い
ま
し
た
。
正
名
が

一
九
二

一
年
に

死
亡
し
て
以
後
、　
一
九
三
八
年
に
第

二
代
国
主
と
な
っ
た
次
男
の
正
次
は

じ
め

一
族
は
家
訓
を
継
承
し
、　
一
九

三
四
年
に
前
田
家
の
土
地
三
八
〇
〇

ヘ
ク
タ
ー
ル
を

一
部
と
す
る
九
万
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
阿
寒
国
立
公
園
を
実
現

さ
せ
た
の
で
す

（図
４
）。

鋼

轟

一
歩

轟
巻
菫
え
な

輌
爾
光
子

工
次
は
病
弱
の
た
め
、
毎
年
夏
期

し
か
阿
寒
湖
畔
に
滞
在
し
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
そ
の
正
次
を
支
援
し
た
の

が

一
九
二
六
年
に
結
婚
し
た
夫
人
の

前
田

（旧
姓
安
原
）
光
子
で
し
た
。

光
子
は

一
九

一
二
年
に
栃
木
県
日
光

市
に
誕
生
し
、　
三
ハ
歳
の
と
き
宝
塚

少
女
歌
劇
掴
に
入
団
し
ま
す
。
雪
組

の
ス
タ
ー
文
屋
秀
子
と
し
て
活
躍
し

ま
す
が
、
二
〇
歳
で
退
日
、
四
年
後

に
二
五
歳
上
の
正
次
と
結
婚
し
ま
す
〓

終
戦
間
近
の
一
九
四
三
年
に
夫
婦
で

阿
寒
湖
畔
に
移
住
し
ま
す
が
、
病
弱

の
正
次
を
補
佐
し
て

一
帯
の
環
境
保

全
に
尽
力
し
ま
す
。

一
九
五
七
年
に
正
次
が
死
去
し
て

か
ら
、
光
子
は
第
二
代
園
主
と
し
て

前
田

一
歩
園
を
維
持
し
て
き
ま
し
た
。

当
初
は
牧
場
に
す
る
予
定
で
、　
一
帯

の
森
林
は

一
〇
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
以

上
が
伐
採
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ

れ
を
復
元
す
る
た
め
、
光
子
は
陣
頭

指
揮
で
植
林
を
推
進
し
、
死
亡
す
る

ま
で
の
二
六
年
間
に
約
二
五
〇
万
本

を
植
林
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
阿
寒

湖
上
か
ら
周
囲
の
森
林
を
眺
望
す
る

と
、
原
生
林
で
は
な
い
も
の
の
、
天

然
林
と
見
紛
う
よ
う
な
見
事
な
森
林

が
育
成
さ
れ
て
い
ま
す

（図
５
）。

現
在
、
阿
寒
湖
畔
を
観
光
目
的
で

訪
問
す
る
人
々
が
ア
イ
ヌ
民
族
の
伝

統
工
芸
を
購
入
し
、
民
俗
芸
能
を
鑑

賞
す
る
た
め
に
立
寄
る
阿
寒
ア
イ
ヌ

コ
タ
ン
と
い
う
場
所
が
あ
り
ま
す
。

両
側
に
約
二
〇
軒
の
土
産
物
店
や
食

堂
が
集
合
し
て
い
る
広
場
で
す

（図

６
）。
こ
こ
も
光
子
が
土
地
を
無
償

で
提
供
し
、
各
地
の
ア
イ
ヌ
の
人
々

が
集
合
し
て
生
計
を
維
持
す
る
た
め

の
仕
事
を
で
き
る
よ
う
に
し
た
場
所

で
す
。
そ
の
た
め
ア
イ
ヌ
の
人
々
は

た
■
を

「
ハ
ポ

（や
さ
し
い
母
親
と

と
尊
敬
し
て
い
ま
し
た
．

多
数
の
人
々
が
土
産
に
購
入
す
る

ク
マ
や
フ
ク
ロ
ウ
な
ど
の
本
彫
り
の

彫
刻
は
ア
イ
ヌ
の
伝
統
工
芸
と
誤
解

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
ア
イ
ヌ

の
人
々
が
得
意
と
す
る
彫
刻
の
能
力

を
発
揮
し
て
工
芸
作

‐――‐
を
創
作
す
る

よ
う
に
、
光
子
が
指
導
し
た
賜
物
で

す
．
さ
ら
な
る
功
報
は
前
出

一
歩
岡

を
貯
―‘１１
法
人
に
し
、
自
然
環
境
が
末

永
く
保
存
さ
れ
る
手
配
を
し
た
こ
と

で
す
、

こ
れ
ら
の
貢
献
に
よ
り
、
光

子
は

「
阿
寒
の
母
」
と
体
敬
さ
れ
、

一
九
八
三
年
に
七

一
歳
で
逝
去
の
と

き
は
阿
寒
町
幕
が
挙
行
さ
れ
た
ほ
ど

で
し
た
。

機
途
纏
舞

一
麓
〓
・奪
壽

党
場

来
年
は
明
治
維
新

一
五
〇
年
に
な

り
ま
す
。
明
治
維
新
を
実
現
し
て
い

く
過
程
で
は
、
戊
辰
戦
争
や
西
南
戦

争
と
い
う
内
戦
も
勃
発
し
、
数
多
く

の
暗
殺
も
遂
行
さ
れ
た
と
い
う
汚
点

も
あ
り
ま
す
Ｄ
ま
た
活
躍
し
た
人
々

に
も
毀
誉
奥
貶
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
外
国
か
ら
の
圧
力
で
国
家
存

亡
の
危
機
に
画
面
し
て
い
た
状
況

で
、
前
田
正
名
の
よ
う
に
国
家
百
年

の
行
方
を
思
索
し
て
無
私
の
精
神
で

行
動
し
た
人
々
が
多
数
存
在
し
ま
し

た
。
そ
れ
ら
の
人
々
の
意
思
の
集
積

が
近
代
日
本
の
繁
栄
の
基
礎
で
し
た
。

現
在
の
日
本
を
取
巻
く
環
境
は

一

九
世
紀
中
頃
ほ
ど
で
は
な
い
も
の
の
、

中
国
、
韓
国
、
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係

な
ど
安
閑
と
し
た
状
態
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
現
在
の
日
本
に
は
、

そ
の
よ
う
な
事
態
に
対
処
す
る
党
悟

が
不
足
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
世
界

七
八
カ
国
を
対
象
に
し
た
調
査
の
、

戦
争
が
勃
発
し
た
ら
白
国
の
た
め
に

参
戦
す
る
か
と
い
う
項
目
で
は
、
日

本
は
七
八
番
目
で

一
圧
％
で
し
か
ち

り
ま
せ
ん

へ図
７
）．
戦
争
存
定
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
残
念
な
結
果
で

す
，
か
つ
て
の
人
々
の
覚
悟
を
見
習

う
必
要
が
あ
り
ま
す

協
力
¨
一
般
財
団
法
人
前
田
一歩
国
財
団

つ
き

お
　
よ
し
お

１
９
４
２
年
生

ま
れ
。

１
９
６
５
年

東
京
大
学

工
学
部
卒
業
。
工
学
博
士
。

名
古
屋
大
学
教
授
、
東
京
大
学
教
授

な
ど

を
経

て
東

京

大

学
名

誉

教

授
。

２
０
０
２
、
０３
年
総
務
省
総
務
審
議
官
。

こ
れ
ま
で
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ

・
グ
ラ
フ
ィ

ッ
ク

ス
、
人

工
知
能
、
仮
想
現
実
、
メ

デ

ィ
ア
政
策
な
ど
を
研
究
。
全
国
各
地

で
カ
ヌ
ー
と
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ

ー
を
し
な
が
ら
、
知
床
半
島
塾
、
羊
蹄

山
麓
塾
、
釧
路
湿
原
塾
、
白
馬
仰
山
塾
、

宮
川
清
流
塾
、
瀬
戸
内
海
塾
な
ど
を
主

宰
し
、
地
域
の
有
志
と
と
も
に
環
境
保

護
や
地
域
計
画
に
取
り
組
む
。
主
要
著

書
に

『日
本
　
百
年
の
転
換
戦
略
』

（講

談
社
）
、
『縮
小
文
明
の
展
望
』

（東
京
大

学
出
版
会
）
、
『地
球
共
生
』

（講
談
社
）
、

『地
球
の
救

い
方
』
、
『水
の
話
』

（遊
行

社
）
、
『１
０
０
年
先
を
読
む
』

（モ
ラ
ロ

ジ
ー
研
究
所
）、
『先
住
民
族
の
叡
智
』
（遊

行
社
）
、
『誰
も
言
わ
な
か

っ
た
！
本
当

は
恐

い
ビ

ッ
グ
デ
ー
タ
と
サ
イ
バ
ー
戦

争
の
カ
ラ
ク
リ
』

（ア
ス
コ
ム
）
、
『日
本

が
世
界
地
図
か
ら
消
滅
し
な
い
た
め
の

戦
略
』

（致
知
出
版
社
）
な
ど
。
最
新
刊

は

『航
海
物
語
』

（遊
行
社
）
。
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希
望
の
響
き

「
子
ど
も
達
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
」
展

ｏ
３
月

９
日

（
木
）
～

１３
日

（
月
）

午
前
１０
時
～
午
後
７
時
３。
分

（最
終
日
午
後
４
時
閉
場
）

●
会
場

¨
藤
崎
本
館

８
階
グ
リ
ー
ン
ル
ー
ム

仙
台
市
青
葉
区

一
番
町

壼
父
通
】
地
下
鉄
東
西
線

「青
葉
通

一
番
町
」
、

南
北
線

「広
瀬
通
」
、
Ｊ
Ｒ
仙
石
船

「あ
お
ば
通
」
、東
北
本
線

「仙
台
」

展

示

■
「生
き
る
」

神

田
瑞
季
さ

ん

（女
川
町
出
身
制
作
当
時
１５
歳
）
の
絵

震
災
後
ま
も
な
く
描
か
れ
た
こ
の
絵
は
、
女
川
町
の

復
舞
絵
葉
薔
に
ｔ
嘉
用
さ
れ
、
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル

搭
載
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
も
収
め
ら
れ
話
題
を
呼
び
ま
し
た
。

議
女
川

一
中
生
の
句

震
災
後
に
行
わ
れ
た
俳
句
の
授
業
で
生
ま
れ
た
句
に

は
、
生
徒
た
ち
の
真

っ
直
ぐ
な
想
い
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
※
引
用

Ｌ
女
川

一
中
生
の
句
あ
の
日
か
ら
」

「み
あ
げ
れ
ば
が
れ
き
の
上
に
こ
い
の
ぼ
り
」
（遊
行
社
）

目
洞
源
院
避
難
所
の
子
ど
も
達
の
言
葉

石
巻
市
渡
波
の
古
寺

「洞
源
院
」
は
、
東
日
本
大
震
災
時
、

一
時
は
４
０
０
人
を
収
容
す
る
避
難
所
に
な
り
ま
し
た
。

■
石
巻
ひ
が
し
保
育
園
５
歳
児
の
絵

震
災
後
、
地
域
の
復
興
を
願
い
建
設
さ
れ
た
保
育
園
の
子
ど
も
達
。
多
く
の
方
々

の
支
援
と
協
力
を
受
け
な
が
ら
、
今
日
も
元
気
い
っ
ぱ
い
生
活
し
て
い
ま
す
。

日
「１６
歳
の
語
り
部
」
画
像
上
映

震
災
当
時
、
東
松
島
市
立
大
山
小
学
校
５
年
生
だ

っ
た
雁
部
那
由
多
さ
ん
、
津

田
穂
乃
果
さ
ん
、
相
澤
朱
音
さ
ん
は
、
高
校
生
に
な

っ
た
今
、
震
災
の
体
験
と

教
訓
を
伝
え
る

「語
り
部
」
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
活
動
の

一
端
を
映
像
で

紹
介
し
ま
す
。

■
■
目
■
目

特

別

企

◆
朗
読

コ
ン
サ
ー
ト

朗
識
¨
渡

辺

祥

子

つ

リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
↓

ギ
タ
ー
・
掟
姜
朦

正
修
一
　
２
０
０
３
年
に
ソ
ロ
リ
サ
イ
タ
ル
を
開
催
し
本
格
的
に
活
動
開
始
。

日
Ⅲ
口
日
倒
同
И
開
国
］
３
月
９
日
（木）対特鰤２‐‐鵬“

ゲ

ス

ト

¨
仕
婁

藤

絡
堅

郎

（
Ｎ

Ｐ

Ｏ

Ｋ

Ｉ

Ｄ

Ｓ

Ｎ

Ｏ

Ｗ

Ｊ

Ａ

Ｐ

Ａ

Ｎ

理

事

）

口
剛
□
ＩＴ‐
Ｍ
国
Ｍ
１７‐
田
Ш
３
月
１２
日
〈日）最特鰤２‐‐幡“

ゲ
ス
ト
¨
菊

地

里
帆

子

翁

台

素
高
等
学
校
２
年
３

の
感
謝
の
思
い
を
伝
え
る
作
文
を
朗
読
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
被
災
地
か
ら
の

目

闇

円

剛

囲

回

園

日

困

日

園

剛

日

― ―

□

主
催
　
３
．
Ｈ
を
語
り
つ
ぐ
会
　
　
後
援

¨
河
北
新
報
社

協
力

Ｎ̈
Ｐ
Ｏ

Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｓ

Ｎ
Ｏ
Ｗ

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
，
洞
源
院
、
社
会
福
祉
法
人
輝
宝
福
社
会


